
令 和 ３ 年 度 採 点 の 手 引 （ 数 学 ）

問 題 正 答 配 点 採 点 上 の 注 意

(１) －５ x ４

(２) －23 ４

(３) ３ y ４

(４) ４

(５) ４

(６) ( x －２) ( x ＋９) ４

(７) ４

(８) ４

(９) 17 （ 度 ） ４

(10) ４

１ ６５

体積 （ cm ） ２

(11)

表面積 16π （ cm ） ２

(12) イ ４

(13) ア 1.27 イ ４ ４

(14) エ ４

(15) 0.35 ４

ア 図に示すことで，説

右の図で，曲線部分の 明の一部を省略したも

長さの和はともに４πcmで のも，正答とする。

等しいので，アとイのひも 内容に応じて部分点

(16) の長さの差は，直線部分の ５ を認める。

差になる。 イ

したがって，その差は

４×４－４×３＝４

（答え） ４ （ cm ）

３－３

x ＝１， y ＝－１

４
５ 17±

x ＝

x ＝ ４

（ ） 例（ ）説明

３

32
π

a ＝ －４

４

４

２

２

３

問 題 正 答 配 点 採 点 上 の 注 意

内容に応じて部分点

を認める。

２ (１) ５ １０

(２) 54 （ cm ） ５

(１) ア 13 イ 44 ４

①４ n ＋１ 要点をおさえ，論理

② の筋道がとおっている
３ これを３ x ＋５の x に代入すると， １０ ものは，正答とする。

(２) ３(４ n ＋１)＋５＝12n ＋８ ６ 内容に応じて部分点

＝４(３ n ＋２) を認める。

３ n＋２は整数だから，４(３ n＋２)は
４の倍数である。

要点をおさえ，論理

△ＡＢＣと△ＡＣＤにおいて， の筋道がとおっている

∠Ａは共通･･･････････････････････① ものは，正答とする。

(１) 仮定から， ５ 内容に応じて部分点

∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＤ･･･････････････② を認める。

４ ①，②から，２組の角がそれぞれ等しいので， １５

△ＡＢＣ∽△ＡＣＤ

(２) （ＢＥ＝） ３ （ cm ） ５

(３) （ cm ） ５

配 点 合 計 １００

例（ ）

例（ ）

Ａ

Ｂ

Ｐ
ℓ

例（ ）（ ）証明

５
６

２

２


